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モンゴル・ヘルレン川流域において、地下水涵養機構、ならびに地下水流動系を明らかにする事を目的に調査・

採水を行った。降水の同位体比の高度効果から、ヘルレン川の主な涵養標高は、主に標高 1750m から 2500m の範囲

で涵養された降水で形成されていることが推定される。ヘルレン川本流の水質は、周辺の地下水のそれに比べて低

い濃度を示し、流下の際に本流は周辺の地下水との交流が少ないことが示唆された。本流は流下の際に、蒸発の影

響を受けていることが d-excess の値から示唆された。 


